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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月1日(2020.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において実行される方法であって、
　前記ＷＴＲＵが、複数のフィードバックビットを生成することと、
　前記ＷＴＲＵが、巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットの第１のセットを前記複数のフィード
バックビットに含まれるフィードバックビットの第１のサブセットに付加することと、
　前記ＷＴＲＵが、前記フィードバックビットの第１のサブセットおよび前記ＣＲＣビッ
トの第１のセットにチャネル符号化を実行することと、
　前記ＷＴＲＵが、ＣＲＣビットの第２のセットを前記複数のフィードバックビットに含
まれるフィードバックビットの第２のサブセットに付加することと、
　前記ＷＴＲＵが、前記フィードバックビットの第２のサブセットおよび前記ＣＲＣビッ
トの第２のセットにチャネル符号化を実行することと、
　前記ＷＴＲＵが、前記チャネル符号化されたフィードバックビットの第１のサブセット
およびＣＲＣビットの第１のセットと、前記チャネル符号化されたフィードバックビット
の第２のサブセットおよびＣＲＣビットの第２のセットとを備える送信を送ることと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記複数のフィードバックビットは、プリコーディングマトリックスインデックス（Ｐ
ＭＩ）、チャネル品質インデックス（ＣＱＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ）またはハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックのうちの１つまたは複数を備える、請
求項１の方法。
【請求項３】
　前記送信は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の上で送られる、請求項１
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の方法。
【請求項４】
　前記送信は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の上で送られる、請求項１
の方法。
【請求項５】
　前記ＷＴＲＵが、前記フィードバックビットの第１のサブセットに含まれるビットの数
に基づいて前記ＣＲＣビットの第１のセットにおけるＣＲＣビットの数を選択することを
さらに備える、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記ＷＴＲＵが、前記フィードバックビットの第１のサブセットおよび前記ＣＲＣビッ
トの第１のセットにチャネル符号化を実行するために使用されるチャネル符号化スキーム
を前記フィードバックビットの第１のサブセットに含まれるビットの数に基づいて選択す
ることをさらに備える、請求項５の方法。
【請求項７】
　前記ＣＲＣビットの第１のセットにおける前記ＣＲＣビットの数は、１６ビットまたは
２４ビットであるように選択される、請求項５の方法。
【請求項８】
　前記ＷＴＲＵが、第２の複数のフィードバックビットを生成することと、
　前記ＷＴＲＵが、ＣＲＣビットを前記第２の複数のフィードバックビットに付加しない
ことを決定することと、
　前記ＷＴＲＵが、ブロック符号を前記第２の複数のフィードバックビットに適用するこ
とと、
　前記ＷＴＲＵが、ブロック符号化された第２の複数のフィードバックビットを備える第
２の送信を送ることと
　をさらに備える、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記複数のフィードバックビットは、ＷＴＲＵ通信帯域幅の異なるサブバンドについて
のフィードバックを備える、請求項１の方法。
【請求項１０】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　複数のフィードバックビットを生成し、
　巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットの第１のセットを前記複数のフィードバックビットに含
まれるフィードバックビットの第１のサブセットに付加し、
　前記フィードバックビットの第１のサブセットおよび前記ＣＲＣビットの第１のセット
にチャネル符号化を実行し、
　ＣＲＣビットの第２のセットを前記複数のフィードバックビットに含まれるフィードバ
ックビットの第２のサブセットに付加し、
　前記フィードバックビットの第２のサブセットおよび前記ＣＲＣビットの第２のセット
にチャネル符号化を実行し、
　前記チャネル符号化されたフィードバックビットの第１のサブセットおよびＣＲＣビッ
トの第１のセットと、前記チャネル符号化されたフィードバックビットの第２のサブセッ
トおよびＣＲＣビットの第２のセットとを備える送信を送る
　ように構成されたプロセッサを備えたＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記複数のフィードバックビットは、プリコーディングマトリックスインデックス（Ｐ
ＭＩ）、チャネル品質インデックス（ＣＱＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ）またはハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックのうちの１つまたは複数を備える、請
求項１０のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記送信は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の上で送られる、請求項１
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０のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記送信は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の上で送られる、請求項１
０のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記フィードバックビットの第１のサブセットに含まれるビットの
数に基づいて前記ＣＲＣビットの第１のセットにおけるＣＲＣビットの数を選択するよう
にさらに構成される、請求項１０のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記フィードバックビットの第１のサブセットおよび前記ＣＲＣビ
ットの第１のセットにチャネル符号化を実行するために使用されるチャネル符号化スキー
ムを前記フィードバックビットの第１のサブセットに含まれるビットの数に基づいて選択
するようにさらに構成される、請求項１４のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記ＣＲＣビットの第１のセットにおける前記ＣＲＣビットの数は、１６ビットまたは
２４ビットであるように選択される、請求項１４のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、
　第２の複数のフィードバックビットを生成し、
　ＣＲＣビットを前記第２の複数のフィードバックビットに付加しないことを決定し、
　ブロック符号を前記第２の複数のフィードバックビットに適用し、
　ブロック符号化された第２の複数のフィードバックビットを備える第２の送信を送る
　ようにさらに構成される、請求項１０のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記複数のフィードバックビットは、ＷＴＲＵ通信帯域幅の異なるサブバンドについて
のフィードバックを備える、請求項１０のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　ネットワークノードであって、
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から送信を受信し、前記送信は、チャネル符号化され
たフィードバックビットの第１のサブセットおよび巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットの第１
のセットと、チャネル符号化されたフィードバックビットの第２のサブセットおよびＣＲ
Ｃビットの第２のセットとを備え、
　前記チャネル符号化されたフィードバックビットの第１のサブセットおよびＣＲＣビッ
トの第１のセットを復号し、
　前記ＣＲＣビットの第１のセットを使用して前記フィードバックビットの第１のサブセ
ットにおけるエラーをチェックし、
　前記チャネル符号化されたフィードバックビットの第２のサブセットおよびＣＲＣビッ
トの第２のセットを復号し、
　前記ＣＲＣビットの第２のセットを使用して前記フィードバックビットの第２のサブセ
ットにおけるエラーをチェックする
　ように構成されたプロセッサを備えたネットワークノード。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、
　前記ＷＴＲＵから第２の送信を受信し、前記第２の送信は、ブロック符号化された第２
のフィードバックビットを備え、ＣＲＣビットは、前記第２の送信における第２のフィー
ドバックとともに符号化されて含まれておらず、
　ブロック符号化された第２のフィードバックビットを復号する
　ようにさらに構成された、請求項１９のネットワークノード。
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